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1 異物混入の防止対策 

(１) 給食センターにおける防止対策 

① 食材の検収 

・ 検収は、栄養教諭（衛生管理責任者）もしくは給食センターの職員を検収責任者と

定め、食品の納入に立ち合う。 

・ 品名、数量、納品時間、納入業者名、製造業者名及び所在地、生産地、品質、鮮

度、箱、袋の汚れ、破れその他の包装容器等の状況、異物混入及び異臭の有無、消

費期限又は賞味期限、製造年月日、品温（納入業者が運搬の際、適切な温度管理を

行っていたかどうかを含む。）、年月日表示、ロット（一の製造期間内に一連の製造

工程により均質性を有するように製造された製品）番号その他のロットに関する情

報について点検し、記録する。 

・ 食品は、缶詰、調味料等、常温で保存可能なものを除いて、食肉類、魚介類等生鮮

食品は、原則として、当日搬入するとともに、一回で使い切る量を購入する。 

・ また、当日搬入できない場合には、冷蔵庫等で適切に温度管理するなど衛生管理に

留意する。 

・ 納入業者から食品を納入させるに当たっては、検収室において食品の受け渡しを行

い、下処理室及び調理室に立ち入らせない。 

・ 検収時に品温が規定より高い場合や異物を発見した場合は、食品納入業者と速やか

に代替食材について協議する。 

 

② 調理 

・ 検収、下処理及び調理のすべての過程で複数の調理員の目視を徹底し、異物の発見

に努める。 

・ 機器等は正しい取り扱い方法により使用する。 

 

③ 施設及び設備、調理器具の点検、記録 

・ 調理に直接関係のない者を調理室に入れない。調理及び点検に従事しない者が、や

むを得ず、調理室内に立ち入る場合には、食品及び器具等には触らせず、学校給食

従事者の健康状態等を点検し、その状態を記録する。また、専用の清潔な調理衣、

マスク、帽子及び履物を着用させる。 

・ 調理員は、衛生的な作業着、帽子、マスクを着用し、調理室及び下処理室に入る際

にはエアシャワー又は粘着テープ等で毛髪やごみなどを除去する。 

・ 調理開始前及び終了後に機器・調理器具等の点検や異物の確認を行い、点検表へ記

入し、破損等による給食への混入を未然に防止する。 

・ 調理器具、食器等を定期的に更新し、破損による給食への混入を未然に防止する。 

 

(２) 学校における防止対策 

① 学校での衛生管理 
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・ 給食の受け取りは、教職員（配膳員、用務員等）が必ず立ち合う。 

・ 給食の受け取り、配食を行う教職員（配膳員、用務員等）については、毎日、下

痢、発熱、腹痛等の有無その他の健康状態及びエプロンを着用するなど衛生的な服

装であることを確認する。 

・ 給食センターの受配校において、校長、所長等の検食責任者は、児童生徒の摂食開

始時間の 30 分前までに検食し、時間及びその結果を記録し保存する。 

  次の点に注意し検食を行うこと。 

① 食品の中に人体に有害と思われる異物の混入がないか。 

② 調理過程において加熱・冷却処理が適切に行われているか。 

③ 食品の異味、異臭、その他の異常がないか。 

④ 一食分として、それぞれの食品の量が適切か。 

⑤ 味付けや、香り、色彩、形態が適切になされているか。また、児童生徒

の嗜好との関連はどのように配慮されているか。 

 

② 学級での衛生管理 

・ 教室での配食は、学級担任等の管理及び指導の下、異物が混入しないよう十分注意

する。（虫が多い時期は窓を閉める等） 

・ 給食当番の児童生徒については、特に健康状態に注意するとともに、頭巾、エプロ

ン、マスクなどの衛生的な服装を着用する。 

・ また、配食前、用便後等の手洗いを完全に励行させ、常に清潔な手指で食器や食品

を扱うようにし、配食の過程で異物が混入しないよう十分注意する。 

 

 

※ 笠置小学校については、本マニュアルに準じて対応する。 
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2 主な混入異物の分類と種類 

(１) 非危険物 

 

 

 

 

例） ・毛髪、食材に付着していた虫、卵の殻や原材料に由来しない食物の皮や殻、ビニール片、

繊維、スポンジ片、鋭利でないプラスチック、小石（米粒大） 

・時期や地域によって大量に発生する虫（チビクロバネキノコバエ、ユスリカ） 

 

(２) 危険物 

 

 

 

 

 

例） ・ガラス片、金属類（微細なもの、口に入らないものは除く。）、大きく鋭利なプラスチッ

ク、針金、衛生害虫（ゴキブリ・クモ・ハエ） 

 

 

 

 

 

 

例） ・時期や地域によって大量に発生する虫（チビクロバネキノコバエ、ユスリカ）が大量に混

入し取り除けない場合、異物の判断がつかない場合 

 

※ 原材料そのものに由来する物質や変色部分などは「異物」に含まない。ただし、明らか

に健康への被害が大きいと判断されるものは、異物と同様に扱う。 

 

  

非危険物 

・ 異物自体は、不快であり衛生的ではないが、健康への影響が少ないと思われる異物。 

 

危険物 

・ 喫食することにより、健康被害が生じる恐れがあるもの。 

 

危険物に準ずる物 

・ 非危険物とも危険物とも判断がつかなく、健康被害が懸念されるもの。 

・ 非危険物ではあるが、大量に混入したもの。 
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3 給食センターにおいて異物の混入が発見された場合の対応 

(１) 検収、洗浄、裁断等、加熱調理前の作業で発見された場合 

① 所長の判断により取り除ける場合は、異物（非危険物）を取り除いて使用する。 

② 取り除くことが難しい場合や危険物の場合は、食材の使用を停止し、教育委員会・学

校に連絡する。 

③ 所長が不在の場合は、教育委員会に連絡し指示を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 加熱調理時、配缶時に異物の混入が発見された場合 

① 非危険物か危険物であるか、所長が判断する。 

② 非危険物 → 原因を明らかにでき、安全性が確保される場合は、所長の指示によ

り、一部取り除いて提供する。原因が特定できない場合や、大量に混入している場合

は、所長の指示を受ける。 

③ 危険物 → 混入のあった料理の提供を中止する。原因を明らかにし、被害の範囲を

調べ、教育委員会と学校に報告する。対策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検収、洗浄、裁断等、加熱調理前の作業で異物を発見→（記録を残す） 

所長の判断 

【取り除けない】 

↓ 

・当該食材を廃棄 

・教育委員会に報告 

・学校に献立の変更のお知らせ 

 

※ 保護者への文書は原則なし 

 

加熱調理時、配缶時に異物を発見→（記録を残す） 

所長の判断 

【非危険物】 

↓ 

一部取り除いて提供 

または 

所長の指示を受ける 

【危険物】 

↓ 

・提供を中止する 

・教育委員会に報告 

・学校に料理の提供中止のお知らせ 

↓ 

異物混入の原因・対策を明らかにし、全学校

の保護者あての文書を作成、配布（文例） 

【取り除ける】 

↓ 

異物を取り除いて使用 
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4 提供後に異物が発見された場合の対応 

(１) 対応一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 定義 種類例 
危険度の

判断者 
給食 通知等 

非
危
険
物 

不快であり衛生

的ではないが、

健康への影響は

少ないと思われ

る異物 

毛髪、食材に付着して

いた虫、卵の殻や原材

料に由来しない食物の

皮や殻、ビニール片、

繊維、スポンジ片、鋭

利でないプラスチッ

ク、小石（米粒大） 

校 長 

異物の除去 

食缶の中:取

り除いて配

膳 

配膳後:教職

員のものと

交換して喫

食 

当該学級担任が児童生徒

に説明する。校長は、必要

に応じて当事者の保護者

への報告もしくは当該学

級の保護者に通知（文例

1）を行うなど、異物・混

入原因等を周知する。全

保護者への通知は行わな

い。 

危
険
物 

健康被害が懸念

されるもの 

ガラス片、金属類（微

細なもの、口に入らな

いものは除く。）、大き

く鋭利なプラスチッ

ク、針金、衛生害虫（ゴ

キブリ・クモ・ハエ） 

校 長 

 

当該学校、受

配校即時停

止 

 

校長は、町（村）内の全保

護者に通知を行う(文例

2)。 
危険物に準ずる

物で、健康被害

が懸念されるも

のや大量に混入

したもの 

時期や地域によって大

量に発生する虫（チビ

クロバネキノコバエ、

ユスリカ）が大量に混

入し取り除けない場

合、異物の判断がつか

ない場合 
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(２) 初期対応：学校の対応 

① 非危険物 

 当該学級の安全確認後、異物が混入したものを回収し、新たに盛り付けたものが用

意できる場合は、用意し給食を行わせる。異物混入の事実を給食センター及び教育委

員会に至急電話で報告し、その後、様式１をファックス送信する。異物が混入してい

た食器は、そのままの状態で保存する。 

 

② 危険物 

 学校全体に対して、異物が混入していた料理の喫食を即時停止し、児童生徒の安全

確認を行う。異物混入状況を給食センター及び教育委員会に至急電話で報告し、対応

を協議する。その後、様式１をファックス送信する。異物が混入していた食器は、そ

のままの状態で保存する。 

  

(３) 初期対応：給食センターの対応 

① 非危険物 

 栄養教諭もしくは給食センター職員を現地に派遣し状況を把握するとともに、混入

していた異物を回収し保管する。教育委員会と連携し、必要に応じて異物を特定する

ため業者に分析を依頼する。 

 

② 危険物 

 教育委員会と協議を行い、当該学校を除く全学校に異物が混入していた料理の喫食

を停止し、回収するとともに、児童生徒の安全確認及び喫食状況等の調査を依頼する。  

③ 混入した異物を回収し、保管するとともに、異物を特定するため業者に分析を依頼す

る。また、必要に応じて保健所と相談する。 

 

(４) 初期対応：教育委員会の対応 

     異物混入状況等確認し、情報を集約する。また学校へ対応等指示する。 

 

(５) 事後対応：学校の対応 

① 非危険物 

 異物が非危険物の場合、給食センターと協議を行い、当該学級に対し、担任が異物

とその混入原因を説明する。校長は、必要に応じて当事者の保護者への報告もしくは

当該学級の保護者に通知を行うなどの対応を決定し、実施する。 

 

② 危険物 

 異物が危険物であり給食を停止した場合、児童生徒の健康観察を行う。校長は、給

食センター、教育委員会と連携して全保護者に通知を行う。給食を停止しなかった場
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合は、非危険物の対応に準じる。 

 

(６) 事後対応：給食センターの対応 

① 非危険物 

 異物が非危険物の場合、異物の特定・混入原因を明らかにし、学校と連携して対応

を決定する。全保護者への通知は行わない。 

 

② 危険物 

 異物が危険物であり給食を停止した場合、給食センターは異物の特定・混入原因を

明らかにし、教育委員会、学校と協議し、速やかに喫食した児童生徒の全保護者に通

知を行う。加工品（ゼリー、コロッケ等）に異物が混入していた場合においても、異

物、混入経路が電話等で確認でき次第、速やかに通知を行う。保健所へ報告する。 

 

  ※ 非危険物・危険物に関わらず、当該児童生徒の保護者対応を行う。 

 

(７) 事後対応：教育委員会の対応 

① 危険物 

 異物混入状況を連合長・山城教育局へ報告する。報道については、当該学校と教育

委員会で状況に応じて報告するかどうか判断する。 
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【文例１ 危険物もしくは判断がつかないもの 給食を停止していない】 

 

  年  月  日 

 

保護者 様 

 

〇〇学校給食センター所長 

〇〇学校 校長 〇〇〇〇 

 

本日の学校給食について 

 

 日頃は、学校給食に、ご理解・ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 見出しの件について、下記のように学校給食に異物が混入するということがありましたので、お

知らせします。幸い、児童生徒にけがなどはありませんでしたが、児童生徒・保護者の皆さまには

大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。 

 今後、このようなことが起こらないように最善の努力と注意を払い、安心して食べていただける

給食の提供に努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 給食提供日     年  月  日（  ） 

 

２ 対象の献立 

 

３ 異物と混入状況 

 【異物】 長さ〇〇㎜程度の〇〇  ○個 

 【混入状況】 

  ・発見の状況、該当児童生徒数や学級数 

  ・健康被害の状況 

  ・混入経路 

 

４ 学校の対応 

 ・健康被害の確認や健康被害のあった児童生徒への対応 

 ・調理室での食材の使用停止、教室での一部配膳の停止など、全学校や学級への指示の内容 

・今後の再発防止策 例：今後、このようなことが二度と起きないように、給食調理員に指導し

た。教職員に対して食の安全への配慮と衛生管理体制の再確認をした。など 
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【文例２ 危険物 給食を停止した】 

 

  年  月  日 

 

保護者 様 

 

〇〇学校給食センター所長 

〇〇学校 校長 〇〇〇〇 

 

本日の学校給食について 

 

 日頃は、学校給食に、ご理解・ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本日の給食において、児童生徒の「〇〇スープ」の中に長さ約〇〇㎜の〇〇がみつかりま

した。安全を第一に考え、給食の喫食途中ではありましたが、児童生徒への提供を中止しました。

児童生徒・保護者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。 

 なお、今回の異物混入の原因は究明中ですが、今後、このようなことが起こらないように、最善

の努力と注意を払い、安心して食べていただける給食の提供に努めてまいりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 
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学校における異物混入対応フロー 

連絡 

指示 

＊当該児童生徒の保護者への対応は、非危険物・危険物に関わらず、給食センターにおいて

も行う。＊危険物が混入した場合、学校への指示は教育委員会が行う。＊被害状況によって

は木津警察署へ調査依頼等検討する。 

 

 

④教頭→校長 

速やかに給食センター・教育委員会に

異物混入状況を伝え、事後対応を協議

する。 

危険物・除去不可能な非危険物 

 

非危険物 

 

給食を停止するとともに、他

のクラスについても混入が

ないか確認も行う。 

校内の給食を停止 

給食継続 

給食センター 
・異物の確認・特定（業者

へ分析を依頼） 

・混入原因の調査・究明 

・他校への確認 

学校 

児童生徒の健康観察 

保護者対応 

非危険物の場合、学級担

任が異物・混入原因等を

説明する。 

危険物で給食を停止した

場合、全保護者に通知を

行う。 

教育委員会 
・混入状況の確認 

・給食対応の確認 

・情報の集約 

山城南保健所 

 

 

連絡 

対応 

相
談
（
危
険
物
は
報
告
） 

連携 

連携 

報告・指示＊ 

調
査
・
指
導 

・連合長に報告 

・山城教育局に報告 

（危険物の場合） 

 

・学校との連携 

・教育委員会との連携 

・保護者対応＊ 

給食センター 

教育委員会 

 

 

異物の発見 

① 児童生徒の安全確認 

②異物混入状況の把握 

危険物 
非危険物 

 

・誰が発見したのか 

・いつ 

・異物の状況は 

可能な限りの情報を収集

し、速やかに教頭→校長に

報告する。 

教室の給食を一時停止 ③異物の保全 

できるだけ、発見した状態のまま異物

を保全する。 

異物の除去 

異物の特定 

可
能 

 

至
急 

報
告 

交換して喫食 

不
可
能 

 

教
室
に
お
け
る
初
期
対
応
（
担
任
等
） 

初
期
対
応(

校
長
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教
委) 

事
後
対
応(

学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教
委) 
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様式１  

緊急・異常報告 ファックス送信票 

宛先 

 

相楽東部広域連合教育委員会 
ファックス：０７７４－７８－４３３８ 

電   話：０７７４－７８－４３３５ 
 

和束町学校給食センター 
ファックス：０７７４－７８－４３３８ 

電   話：０７７４－７８－３９０２ 
 

南山城村学校給食センター 
ファックス：０７４３－９３－３７０１ 

電   話：０７４３－９３－３７００ 

 

ファックス送信後、必ず電話をかける。 

 

連絡事項： 

      

学 校 名 笠置小・和束小・南山城小・和束中・笠置中  

発 信 者 名    

該当学年・組     年   組 ・ （学校全体）  

異 物 の 分 類 

（異物の種類と状況） 

危険物 ・ 危険物に準ずる物 ・ 非危険物 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

給食センター・教育委員会記入欄 【受付者名、日時等】 


